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 お搗屋稲荷神社は、 

沼田城内にあった米 

蔵と米搗き場のとこ 

ろに、その稲荷とし 

て祀られていました。 

 お搗屋稲荷がいつ 

ごろから祀られてい 

たかは不明ですが、 

土岐氏時代の「沼田 

城下絵図」には、沼田女子高校庭の南側あたりにあったことが

示されています。 

 沼田女子高の前身である沼田町立実科高等女学校の建設や

道路の拡幅によって、大正１２年（１９２３）に現在の場所に      

移されました。 

   東倉内町には、日常

生活の品々や食料品

を扱う商店が多くあ

り、今も営業を続けて

いるところもあり、山

崎煙草店は、沼田でも

っとも古い煙草店と

いわれています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
来
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
る
消
費
税
の
増
税
に
む
け
、
安
倍
内
閣
が
提
出
し
た
消
費
税
増

税
分
の
「
価
格
転
嫁
」
を
進
め
る
法
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
費
税
の
価
格
へ
の
転
嫁
を

拒
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
規
制
す
る
内
容
で
、
こ
ん
な
法
律
を
つ
く
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
消
費
税
の
増
税
を
中

止
す
る
べ
き
で
す
。 

 

消
費
税
増
税
は
、
来
年
４
月
か
ら
税
率
が
８
％
に
、
さ
ら
に
再
来
年
１０
月
か
ら
は
１０
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
中
小
零
細
業
者
の
６
～
７
割
は
消
費
税
を
転
嫁
で
き
ず
、
身
銭
を
切
っ
て
納
税
し

て
い
る
と
い
う
調
査
も
あ
り
、
納
入
価
格
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
り
、
消
費
税
の
転
嫁
が
抑
え
ら
れ
て
し
ま

え
ば
、
中
小
零
細
業
者
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

口
先
だ
け
で
親
企
業
な
ど
の
消
費
税
転
嫁
の
拒
否
を
規
制
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ

で
問
題
が
解
決
す
る
保
証
は
な
く
、
く
ら
し
も
経
営
も
破
壊
す
る
消
費
税
の
増
税
計
画

は
中
止
す
る
べ
き
で
す
。 

 ３日の憲法記念日に大東議員は、原澤みなかみ町議員

といっしょに沼田市とみなかみ町で、「戦争する国への

逆戻りは許せません。力を合わせてごいっしょに日本国

憲法を守りましょう 

」と街頭から訴えま 

した。 

 車の中から手を振 

ったり、「がんばれ」 

と声がかかるなど、 

激励がありました。 

 高崎市で３日、第２９回憲法記念日集会が開かれ、利根沼田からもバス

で参加するなど、会場をほぼ埋め尽くす１６００人が参加しました。 

 小林勝実実行委員長（弁護士）は、「９６条を変えることは、人権規定を

ないがしろにし、日本を戦争する国に 

するおそれがある。力を合わせ日本国 

憲法を守ろう」とよびかけました。 

 記念講演では、ジャーナリストの堤 

未果さんが、「国のトップが憲法改定を 

言うこと自体が、憲法違反」と、安倍 

首相の憲法改悪の動きを批判しました。 

 十王公園でおこなわれた利根沼田メーデーには、「雇用とくらしを守ろ

う」「消費税増税反対」「憲法を守りくらしにいかそう」「ＴＰＰ参加反対」      

などの要求を掲げ、約２００人が参加し、市

内をデモ行進しました。 

 今回のメーデーには、ＪＡから常務理事が

参加し、「食の安全とくらし、生命を守るため、

ＴＰＰ参加を阻止するためにともにがんばり

ましょう」とよびかけました。 

 


